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出版された A.G. Gardiner, 'Life of George Cad-
bury', Cassell and Campany, 1923 及び最近出版さ
れた小冊子， WalterStranz, 'George Cadbury一一









その他キャドベリの企業史には， I.A. Williams, 
'The Firm of Cadbury, 1831-1931，’ Constable, 
1931があり，ボーンヴィル「村」については， Bournville 
Publications, 'The Bournville Village Trust 1900-









and Rose Bell, 'City Father, The Early History 

































































































































































































Asa Briggs，‘Victorian Cities', Penguin, 1968. 
Jane Jacobs, 'The Economy of Cities', Penguin, 
1972. 
2 ヴィグトリア都市と技術革新については，
R. T. Robson，‘Urban Growth~an approach’， 
Methuen, 1973. 
3 エラスムス・ダーウィンの詩については，
F. D. Klingender, 'Art and Industrial Revolu-
tion', Paladin, 1975. 
4 スラムという語の定着については，
W. G. Hoskins, 'The Making of the English 















































































































































































































by Convincement’， Penguin, 1974; G. Gorman, 





















































































































































た。」一一一A.G. Gardiner, ‘Life of George 
Cadbury’，1923. 
(1) 成長企業
紅茶，コーヒー及びココアの製造と販売に特に非道
徳，非キリスト教（どのセクトのキリスト教にせよ）的
な点はなし、。むしろストランツの言うように，これらの
飲物が朝食時の一般的飲料であったビールにとってかわ
りつつあった以上， 「完全禁酒・禁煙主義者であるジョ
ン・キャドベリにとっては，社会的習慣を変えていく上
で自己の事業が果した役割に満足を覚える」こともでき
たに違いなし、。朝食から追われ始めたピールが，昼食と
夕食にどこまで舞戻り，或いは戻らなかったのかは不明
だが，ヴィクトリア的な社会条件の下では，酒類の制限
なき消費促進によって蓄財することに，キリスト教のあ
る種の道徳に照して疑しい点のあることを認めるのに，
禁酒主義者となる必要はない。
しかし他面でココアの消費を優れた広告的才能で誘
導し，私財を形成すること自体が，特に道徳的，キリス
ト教的なわけでもなし、。少なくとも父親ジョンにとって
は，妻の死亡の衝撃と自己のリューマチ樫病及び1850年
代後半に入って伸びの鈍化したココア消費という悪条件
の下でも，なお続けていくに値するものではなかったよ
うにみえる。事業から引退し，宗教活動に専心すること
を望んだ父は， 1861年，年々赤字を生むまでに転落した
ココア事業を二人の息子に托すことになる。
父の事業は1830年から10年間のココア消費量の急速な
伸び（全英で176トンから910トンへ〕につれて一時は急
速な発展をみせた。最初借りた建物が手狭になり，鉄道
用地に買収されることになったためもあって， 1847年新
工場に移転し，フツレ・ストリートの小売店は甥に譲り，
ココアに専心するようになる。 1854年には王室認証を受
けるに至り，全国の主要港に通じる運河に面した同工場
は明るい将来にも面しているようにみえた。彼は逸早く
工場煤煙規制のための運動を行なったり，女工の夜間学
校通学の便のために，週二度は早仕舞する等，労働者福
祉について当時には稀な試みも始めた。しかし1855年の
妻の死亡以降，ジョンは急速に事業意欲を失L、，兄弟が
引継いだ時には従業員も20名前後，低い賃金とともにそ
の規模は業者の間では最も零細なものであった。
二人は既に数年間父の下で働いてはし、たが，この時兄
リチヤードは25才，ジョージは22才にすぎない。二人は
この傾き始めた企業再建のため，母から継いだ各4,000
ポンドの遺産の全てを投資することにした。
1860年代中葉には，年間300ポンドの所得が中産階級
としての最低線とみなされ，この線に達する人口が約2()
万人いた。 4,000ポンドの資産は， 年率8パーセントの
利回りで，この最低線を維持しうる額であったといえ
る。これに工場，生産設備の売却によって得られる資金
等を考慮すれば，当時の社会慈善的な労働者住宅供給計
画への投資が通常保証しえた年利5パー セントー （「5パ
ーセントの慈善」）でも，一応の生活を期待しえたであ
ろう。
従って寄宿学校に通って芸術への趣味が広く，禁酒運
動を始めとする宗教活動に熱心で，結婚したての兄が，
事業は年間 1.000ポンドの利潤を生む所まで回復できれ
ば満足しうると考えたのに不思議はない。他方医者にな
って困窮者を救いたいと年来希望していたジョージにと
っても，事業は自己目的にはなりにくし、。それは彼の成
入学校運動への参加が困難な事業再建期に始まったこと
からでも知られる。従って事業を，キリスト教徒がこの
世で果すべき義務の一部，何か他のよいことのための手
段として考えたのも自然である。しかし兄とは異なり芸
術の趣味もなく，読書範囲も狭いジョージに，この時点
で何か明瞭な目的があったわけではないだろう。
従って二人は事業の再建にあたって自分達の資産限度
内で努力すること，それを全て使っても再建が成功しな
い場合は，借財は一切せず，事業をたたんでそれぞれ独
立の道を見つけることに合意し，再建期間を通してスト
ヅクが自分達の支払い限度を越えないよう常に注意を払
資本・福音・都市（上〉 11 
った。これ以降1899年にりチヤードが死亡するまで二人
の共同経営は円滑に続けられるが，事業の中心になった
のは弟のジョージであるようにみえる。
特に再建期にあっては，独身のジョージの努力は著し
し結婚を当面断念し一「あの時結婚していれば今日の
ボーンヴィルはなかったろう」と後に回想するーl週10
シリングで慈善的出費を含む全ての支出を賄うため，一
切の曙好支出を断念する。
当時彼らの工場の従業員は， 2シリング6ベンスから
5シリングまでの週給を受けていたから，その2～4倍
を自分一人の正当な最低消費線だと考えていたことにな
る。しかし従業員の賃金はバーミンガムの平均をかなり
下回り，赤字続きのなかでも兄弟は賃金引上げに努力す
るほど劣悪だった点も考慮されねばならなし、。いづれに
せよ年間26ポンドの支出というのは，当時においても徹
底した節約だったとは言える。
消費削減と勤勉とは離陵期経済の基本的美徳、であり，
兄弟はこの面ではその原則に忠実だったに過ぎず，それ
だけでは企業の成長を意味しない。始めて三年間は赤字
が続き，ロンドン販売機構の再整備，新しい種類のココ
アの開発等に資金は投下され， 1863年には資金はほぼ底
をっき始めた。二人はそれぞれ，測量師，ヒマラヤでの
茶の栽培と転職計画を準備しはじめた。
しかし翌年に潮は変る。事業は拡大したのみならず，
黒字に転じた。停滞するココア消費の下で倒産する向業
者の相継ぐ時期だったから，生残りが成功を意味した。
しかし当時30軒ばかりあった同業者のなかで，彼らの企
業が最も小さし品質においても劣っていたことに変り
はなかった。何らかの革新がないかぎり，この事態が急
速に改善される見込みはない。
技術革新はオランダから来た。当時はココアに含まれ
ている油脂分の不快な味を消すため，多くの添加物が用
いられ（というよりはポテト等に総量の五分の一程度の
ココアが添加されたと言った方がより妥当であろう〉，
ココア飲料というよりも， 「上品なかゆ」に近いもので
あった。この脂肪分を取除く機械がオランダで使用され
ていることをききつけたジョージは， 「オランダに向け
.lP座に出発した。オランダ語は全く判らないながら，手
まねと辞書とで機械の製造業者に会L、…・・・その機械を購
入した。J
この機械によって純粋なココア粉未の製造が可能にな
り，味も向上した。この面ではその後長期にわたってキ
ャドベリは独走したが，問題は小売業者に新製品を置か
せ， 「細心の注意を払った広告で，消費者を誘導する」
ことであった。この時期にロンドンの乗合い馬車に広告
を始める。広告面では兄リチヤードの芸術的趣味に事業
価値が見い出された。
1866年の新製品販売が，「存続が成功」の水準から絶え
ざる成長の企業への転換点、となった。約10年で従業員は
200名を越え，父の工場は手狭になった。 1878年発展余
地を求めて敷地捜しが始まり，翌79年市外のボーンヴィ
ノレに新しい工場の建設が始まる。同年夏に移ってきた労
働者は完成した工場をみて， 「こんなデカイ工場をやっ
ていけるほどココアは売れるのか」と危ぶんだという。
しかしキャドベリをとらえていた企業成長観は明瞭で
あり，移転直後に従業員数を増やし，工場への特別引込
み線を鉄道会社に認めさせるため，年間1万ポンド相当
額の輸送量を保障し，線路敷設初年でこれを実現する。
従業員は移転直後の230人から， 10年間で1,200人に， 20
年後には2,700人に増加し， 1905年に開発された牛乳分
の多い「デアリ・ミルク」チョコレートは，キャドベリ
の名を大衆化した。世紀変り目の1899年既に，一万ポγ
ド足らずの基金で出発した事業は，資本評価総額95万ポ
ンドに達していた。
これはヴィクトリア成功物語の一つだが，それ自体と
しては特に興味をそそるものではない。成長の点からみ
ればロイド銀行があり，技術革新からみれば，コークス
製鉄のA. ダーヴィンがあり，将来へのグィジョンとい
う点では， ミドルズブロのピズ家がある。確かに1860年
代以降のココア消費の伸びをみれば，この成長自体驚く
に足りないし，それで得た金を様々の「よい目的」に使
ったとしても，それだけではまだ独自にとりあげる意義
は少ない。キャドペリ自身繰返し述べたように，いかに
その金を得たかがまず問題となる。
